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【 手 続 補 正 １ 】
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【 請 求 項 １ 】

メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ と こ れ に 直 列 に 接 続 さ れ た 情 報 蓄 積 用
容 量 素 子 と で メ モ リ セ ル が 構 成 さ れ 、

前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ
Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 上 部 の 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ た 溝 の 内 部 に 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 の 下
部 電 極 が 形 成 さ れ 、 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 の 上 部 に 形 成 さ れ た 第 絶 縁 膜 の 上 部

に 第 ２ 配 線 が 形 成 さ れ 、
前 記 第 絶 縁 膜 と 第 １ ス ル ー ホ

ー ル を 通 じ て 、 前 記 第 配 線 と 第 １ 配 線 と が 電 気 的 に 接 続 さ
れ 、 前 記 第 ２ 配 線 の 上 部 に 形 成 さ れ た 第 絶 縁 膜 の 上 部 に 、 前 記 情 報 蓄 積 用 容
量 素 子 の 上 部 電 極 に 所 定 の 電 源 を 供 給 す る 給 電 用 配 線 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 絶 縁 膜 記
第 絶 縁 膜 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 通 じ て 、 前 記 給 電 用 配
線 と 前 記 上 部 電 極 と が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 配 線 の 上 部 に 形 成 さ れ
た 前 記 第 絶 縁 膜 は 、 高 密 度 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て 形 成 さ れ た 絶 縁 膜

、 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 の 上 部 に 形 成 さ
れ た 前 記 第 絶 縁 膜 は 、 こ と を 特 徴 と す る
半 導 体 集 積 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
以 下 の 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 基 板 の 主 面 の メ モ リ ア レ イ 領 域 に メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 形 成 し 、
周 辺 回 路 領 域 に 周 辺 回 路 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ
Ｅ Ｔ の 上 部 に 第 １ 配 線 を 形 成 し た 後 、 前 記 第 １ 配 線 の 上 部 に 第 １ 絶 縁 膜

を 形 成 す る 工 程 、

メ モ リ ア レ イ 領 域 に
周 辺 回 路 領 域 に ｎ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ と ｐ チ ャ

ネ ル 型 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成 さ れ 、 前 記 メ モ リ ア レ イ 領 域 の 上 部 に は ビ ッ ト 線 が 、 前 記 周 辺
回 路 領 域 の 上 部 に は 第 １ 配 線 が 形 成 さ れ 、 前 記 ビ ッ ト 線 お よ び 第 １ 配 線 の 上 部 に 第 １ 絶 縁
膜 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 絶 縁 膜 の 上 部 に 第 ２ 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ 、

前 記 第 ２
３ の 前 記

メ モ リ セ ル ア レ イ 領 域 、 前 記 周 辺 回 路 領 域 に 第 ３ 配 線 が 形 成 さ れ
前 記 周 辺 回 路 領 域 の ３ 第 ２ 絶 縁 膜 と 第 １ 絶 縁 膜 と を 貫 通 す る

に 形 成 さ れ た 第 １ プ ラ グ ３ 前 記
と 第 ３ 配 線 ４

４ と 前
３ を 貫 通 す る に 形 成 さ れ た 第 ２ プ ラ グ

と 第 ３ 配 線
４ と プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ

Ｄ 法 に よ っ て 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 の 積 層 膜 で あ り
３ プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て 形 成 さ れ た 膜 で あ る

前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 上 部 に ビ ッ ト 線 を 、 周 辺 回 路 の
ビ ッ ト 線 お よ び と

前 記 第 １ 絶 縁 膜 の 上 部 に 堆 積 さ れ た 第 ２ 絶 縁 膜 と



（ ｃ ） 前 記 メ モ リ ア レ イ 領 域 の 前 記 第 絶 縁 膜 に 溝 を 形 成 し た 後 、 前 記 溝 の 内 部 を 含 む 前
記 第 絶 縁 膜 上 に 形 成 し た 第 １ 導 電 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ り 、 前 記 溝 の 内 部 に 情
報 蓄 積 用 容 量 素 子 の 下 部 電 極 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 下 部 電 極 の 上 部 に 容 量 絶 縁 膜 を 介 し て 形 成 し た 第 ２ 導 電 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る
こ と に よ り 、 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 の 上 部 電 極 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 の 上 部 に 第 絶 縁 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 第 絶
縁 膜 と 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 形 成

す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 第 絶 縁 膜 の 上 部 に 形 成 し た 第 ３ 導 電 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ り 、 前 記
第 １ を 通 じ て 前 記 第 １ 配 線 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ 配 線 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｇ ） 前 記 第 ２ 配 線 の 上 部 に 第 絶 縁 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 の 上 部 の
前 記 第 ３ 絶 縁 膜 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 形
成 し 、 前 記 第 ２ 配 線 の 上 部 の 前 記 第 絶 縁 膜 に 第 ３ ス ル ー ホ ー ル
を 形 成 す る 工 程 、
（ ｈ ） 前 記 第 絶 縁 膜 の 上 部 に 形 成 し た 第 ４ 導 電 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ り 、 前 記
第 ２ を 通 じ て 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 の 上 部 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 給 電 用 配 線
と 、 前 記 第 ３ を 通 じ て 前 記 第 ２ 配 線 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 第 ３ 配 線 と を 形 成 す る 工
程 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 配 線 の 上 部 に 形 成 さ れ
た 前 記 第 絶 縁 膜 は 、 高 密 度 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て 形 成 さ れ た 絶 縁 膜

、 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素
子 の 上 部 に 形 成 さ れ た 前 記 第 絶 縁 膜 は ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て 形 成 さ れ た 絶 縁 膜

特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 高 密 度 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 に
よ っ て 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 は 、 モ ノ シ ラ ン と 酸 素 と 不 活 性 ガ ス と を 含 む ソ ー ス ガ ス を 用 い た
高 密 度 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ っ て 形 成 さ れ た 酸 化 シ リ コ ン 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導
体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 給 電 用 配 線 と 前 記 第 ３ 配 線
と を 同 一 工 程 で 同 時 に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】

【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
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２
２

上 部 電 極 の ３ １
第 ２ 絶 縁 膜 と 第 ３ 絶 縁 膜 と を 貫 通 す る し 、 前 記 第 １ ス ル ー

ホ ー ル 内 に 第 １ プ ラ グ を 形 成
３

プ ラ グ
４

と 第 ４ 絶 縁 膜 と を 貫 通 し て 形 成 し た 内 に 第 ２ プ ラ グ
４ 形 成 し た 内 に 第 ３ プ ラ グ

４
プ ラ グ

プ ラ グ

３
４ と 、 プ ラ ズ マ Ｃ

Ｖ Ｄ 法 に よ っ て 前 記 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 の 積 層 膜 で あ り
３ 、 プ で

あ る こ と を

４

３

以 下 の 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 基 板 の 主 面 の メ モ リ ア レ イ 領 域 に メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 形 成 し 、
周 辺 回 路 領 域 に 周 辺 回 路 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ お よ び 前 記 周 辺 回 路 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 上 部 に 第
１ 絶 縁 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 メ モ リ ア レ イ 領 域 の 前 記 第 １ 絶 縁 膜 に 溝 を 形 成 し 、 前 記 溝 に
前 記 メ モ リ セ ル 選 択 用 Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に 接 続 す る 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 の 上 部 に 、 前 記 メ モ リ ア レ イ 領 域 お よ び 周 辺 回 路 領 域 に わ
た っ て 第 ２ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 の 上 部 に 第 １ 配 線 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 第 １ 配 線 の 上 部 に 第 ３ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 お よ び 第 ３ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 前 記 情 報 蓄 積 用 容 量 素 子 を 露 出 す る 第
１ 開 口 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｇ ） 前 記 第 ３ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 前 記 第 １ 配 線 を 露 出 す る 第 ２ 開 口 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｈ ） 前 記 第 １ 開 口 の 内 部 に 第 １ プ ラ グ を 形 成 し 、 前 記 第 ２ 開 口 の 内 部 に 第 ２ プ ラ グ を 形
成 す る 工 程 。

前 記 第 １ 開 口 と 第 ２ 開 口 は 、 同



こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、

こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
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時 に 形 成 さ れ る

前 記 第 １ プ ラ グ の 長 さ は 、 前 記
第 ２ プ ラ グ の 長 さ よ り 長 い
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